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   開 会  午後１時３０分 

○平田凱登議長 私は、本日、議長を務めま

す新城中学校２年、平田凱登です。 

 平成３０年度新城市中学生議会を開会する

前に、今回、このような機会を与えていただ

きました穂積市長さん、和田教育長さんにお

礼を申し上げます。 

 また、本日は新城市議会の皆様におかれま

しては、議場の使用を許可していただき、あ

りがとうございました。 

 私たちは、市内の中学生として、この新城

市がもっと魅力あふれる市となるよう、今の

新城市の状況や皆さんが思っていることを知

りたいと思います。そして、新城市の未来が

明るく、過ごしやすい場所になるように、質

問、提案をしてまいります。 

 真剣に考えた質問や提案ばかりですので、

よろしくお願いいたします。 

 ただいまから平成３０年度新城市中学生議

会を開会します。 

 一般質問を行います。 

 本日の質問形式は、学校ごとに質問席に移

動して行うこととします。 

 一般質問の通告者及び質問の順序は、お手

元に配付の一般質問順序表のとおりです。発

言順は、あらかじめ中学生議会担当教諭会議

によって決められたものです。 

 発言するときは、議長と呼び、議長の許可

を得てから、発言を行うようお願いいたしま

す。１つの中学校につき持ち時間は２０分間

です。 

 なお、各学校の質問と答弁の終了後に、そ

の学校の質問に関連することや、わからなか

った点について質問する時間を設けます。質

問する場合は手を挙げてからその場で起立し

発言をしてください。 

 また、発言は質問者・答弁者とも簡潔・明

瞭にお願いします。 

 最初の中学校は、東郷中学校です。東郷中

学校の皆さんは、質問席に移動してください。 

○中島妃菜議員 議長 

○平田凱登議長 中島さん。 

○中島妃菜議員 東郷中学校の中島妃菜です。 

 私たちからは通学路の街路灯に関する質問

をします。こちらの映像をごらんください。 

 これは、今月２８日の下校の様子です。本

校の校区は広く、７５％の生徒が自転車で通

学をしています。下校時刻は日没の３０分前

となっているので、現在、本校の下校完了時

刻は１６時３０分、そして、この映像を撮影

したのは１６時５０分ごろです。その日の天

気によりますが、ごらんのとおり、とても暗

く、怖い思いをしながら下校している生徒も

います。 

 ならば、下校時刻をもっと早めればと思わ

れるかもしれません。しかし、授業と帰りの

ＳＴが終わるのは１５時５０分で、その後、

少しでも長く部活動の時間もとりたいと考え

ると、下校時刻を早めてほしくはありません。 

 そこで、通学路の街路灯の数をふやしてほ

しいです。時折、不審者情報が出ると心配に

なります。特に、東郷東小学校区においては、

狭い道や見通しが悪いところ、そして暗い場

所が多く、交通事故も心配です。 

 昨年度も同じような提案、質問をさせてい

ただきましたが、実際のところ、昨年から街

路灯はふえているのでしょうか。これからの

予定はどうなっているのでしょうか。教えて

ください。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 市長の穂積です。きょう、

これから始まる中学生議会の初めに際しまし

て、これまでとまたちょっと違いまして、こ

れから皆さんがされる質問の第１問目から、

私、市長が直接お答えをすることになります。

２問目以降、あるいは関連質問がありました

ときには、その内容によっては担当の部長な

どが、より詳しくお答えする場合もあります

ので、承知をしてください。 

 まず、１点目の通学路の街路灯の増設につ
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いてのお話です。具体的な話をする前に１つ

だけ申し上げますと、世界にはいろいろな通

学風景があります。数年前でしたか、世界で

一番何とかという通学路の映画がありました。

世界各地のですね、子供たちが学校に通う風

景をおさめたドキュメンタリーの映画で、大

変な評判を呼びました。 

 その中では、例えばアフリカのサバンナの

中を猛獣に気をつけながら、１時間かけて学

校に通う子供の姿、あるいはモンゴルの草原

の中を馬に乗って、子供が通う姿。あるいは

また、障がいを持った兄弟がお互いに助け合

いながらですね、リヤカーを、子供を乗せな

がら通学する風景など、いろいろありました。

あるいはヨーロッパやアメリカでは、学校に

入るまでは全て親の責任ということで、通学

について親が自動車で送ったりする風景もあ

ります。 

 翻って、日本はどうかと言いますと、広い

意味で、通学も教育の活動の一環としてとら

えています。子供たちの集団登校、集団下校

などもそうですし、安全教育などもそうです。

そういう意味で、皆さんが通う通学路の安全

の確保というのは、学校、地域、市、そして

親御さんたちが一致して、守っていかなけれ

ばならないものです。そのために、さまざま

な改善を常に行っていますが、今、お尋ねの

ことについて、具体的にまずお答えをします。 

 市ではですね、各地区に地域安全灯、一般

的には防犯灯と言いますが、その整備に係る

費用の一部を、地域の皆さんと市で負担をし

あいながら、事業を行っています。 

 東郷中学校区で言いますと、昨年度は全体

では１４９灯、１４９本の防犯灯の整備をし

ています。そのうち、１１灯、１１本を新た

に設置をしました。東郷東小学校区では、７

０の防犯灯を整備し、そのうち９灯を新たに

設置しました。 

 新たに設置した以外の整備というのは、例

えばＬＥＤに切りかえたり等々という改善で

す。 

 なお、本年度１２月の末現在、昨年の１２

末現在においては、東郷中学校区全体で、１

３３の防犯灯整備をしました。そのうち、２

１を新たに設置したところです。東郷東小学

校区では、５７の防犯灯を整備しました。そ

のうち、６灯、６つが新たに設置をしたもの

です。 

 次の年度ですけれども、次の年度について

は、東郷中学校区全体で、４３の防犯灯の整

備を予定していて、そのうち２４が、新たに

新設を予定しています。 

 が、今回の質問について、こうした質問が

あったことは、地域の皆さんにもしっかりお

伝えをし、また市の関係部署の中でも共有を

しながら、通学路の安全を守っていきたいと

思いますが、同時に中学生でありますので、

地域の安全、通学路の安全についても、みず

から主体的に考え、あるいは、どうしたらよ

り安全にできるかを、考え方を持っていただ

けると、また一歩進むんではないかと思いま

す。 

 まず、１問目の質問、以上です。 

○平田凱登議長 中島さんの質問が終わりま

した。 

 次に、２番目の質問者、福田真桜さん、髙

木慎之佑さん、原正大さん、松﨑亮弥さん。 

○東郷中学校議員 議長 

○平田凱登議長 福田さん、髙木さん、原さ

ん、松﨑さん。 

○福田真桜議員 東郷中学校の福田真桜です。

私たちは、高齢者が利用する交通手段に関す

る質問をします。 

 最近、全国的に、高齢者が運転する自動車

の事故が起きていることを、よく耳にします。

また、自動車運転免許証の返納をするという

ことが話題になっています。 

 しかし、この新城市で、自動車運転免許証

返納は、現実的なことなのでしょうか。我々、

生徒会執行部は、自分たちの祖父母に話を聞
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いてみました。すると、次のようなことを教

えてくれました。 

○髙木慎之佑委員 東郷中学校の髙木慎之佑

です。 

 返納したら、移動手段がなくなる。買い物

に行きたくなっても、病院に行かなければな

らなくても移動手段がありません。近場にス

ーパーマーケットや病院がなく、不便です。

市内在住のお年寄りが気軽に使える代替交通

手段、例えばタクシーチケットを交付したり、

地域の仲間で買い物へ出かけるときに、ワゴ

ンタクシーを安い運賃で利用できるシステム

があるといいなと感じました。 

○原正大議員 東郷中学校の原正大です。 

 Ｓバスがあると言っても、使いにくい。市

内をＳバスが走っているとはいえ、路線は限

られていて、本数も少ないです。また、土曜

日や日曜日に運休する路線もあります。利用

頻度の高い路線は、バスの本数をふやしたり、

路線の検討をする必要があるのではないでし

ょうか。 

○松﨑亮弥議員 東郷中学校の松﨑亮弥です。 

 免許証を返納すると特典がある。免許証を

返納するとＳバスの回数券がもらえたり、名

古屋への高速バスの回数券がもらえたりする

特典があります。市民、特にお年寄りの方た

ちがどれだけ知っているのかは、とても疑問

に思います。また、それで十分なのかも疑問

です。 

○福田真桜議員 祖父母の声や私たちの意見

を聞いて、どのように感じたかを教えてくだ

さい。よろしくお願いします。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 今、世の中で刻々と起こっ

ている、大変な、とても大切な事態について

ですね、しっかりと勉強してもらい、また周

りのおじいさん、おばあさん方に、声を具体

的に聞いて、市の政策を正していただけたと

いうことで、とても心強く思います。 

 また、高齢者の事故が増加をしていますが、

これは日本でも始まって、歴史が始まって以

来、直面をしている事態です。ここまでのた

くさんの自動車化が、モータリゼーションと

言いますけども、自動車の交通が発達したの

も歴史上初めてですし、そして戦後初めて、

免許証を取った世代が高齢化をして、免許を、

交通、車を運転することに大変、大きな危険

を感じている人が増えたこともつい最近のこ

とです。そういう意味で、日本全体がですね、

このことを真剣に考え、よりよい対処を求め

て、いろいろ日々、苦闘しています。 

 ですので、これから言うことも、このこと

で全て解決するとは、我々も思っていません。

けれども、同時にですね、高齢者の事故をな

くしていくことは、社会全体の課題でありま

すので、しっかりと対応していきたいと思い

ます。 

 まず、最初の移動手段のことですけども、

市ではですね、ひとり暮らしなどの８０歳以

上のお年寄りで、自動車を持っていない方に

は、タクシー料金の一部を助成するタクシー

チケットの交付をしています。また、社会福

祉協議会といって、公共的な団体ですけども、

福祉のことを一生懸命やっていただく団体で

すが、その社会福祉協議会では、お年寄りの

ですね、買い物や行事への参加などのために、

運転手つきのワゴン車やマイクロバスを貸し

出すサービスもしています。 

 どちらも利用できる回数などには制限があ

りますけれども、できるだけ多くの方に利用

していただけるように、また、そして、それ

について外出の回数を増やしていただいたり、

健康のために使っていただければと思います。 

 次に、Ｓバスですけども、学校や病院が休

みとなる土曜、日曜日、祝日の運行はしてい

ませんが、学校が休みの日でもですね、部活

動などで利用できる路線や、地域間を結ぶ主

要路線は、土日、祝日にかかわりなく運行を

しています。 

 バスの本数をふやしたらどうかということ
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ですが、バスの本数をふやすためには、運転

手さんの確保や新たにバス車両を整備をした

り、その運行に係るさまざまな環境の整備を

しなければなりません。それが見合うだけの

利用者がいるかどうか、そういうことも推し

はかりながら、便数というものは確定をして

います。 

 新城市ではですね、バスの利用者の皆さん、

それから市民の代表、それからバスを運行し

ているバス会社の事業者の方、それから公共

交通の専門家、国や県の機関の代表者などで

構成する地域公共交通会議というのを設けて

います。ここにはですね、ＰＴＡの代表の方

も参加をしています。また、先ほど言った高

齢者の代表の方、老人クラブの代表の方など

も参加をしています。 

 その地域公共交通会議で、毎年毎年、路線

のあり方、ダイヤのあり方などを検討し、そ

の都度その都度、改善をしたりしています。

最近では、路線の変更をしたり、ダイヤを変

えたり、行き先を変えたりするということも

やっています。そうした会議のところにも、

皆さんの声が反映できるようにしてきたいと

思いますし、今日出たことも、地域公共交通

会議には報告をしていきたいと思います。 

 それから、返納にかかわることですけども、

運転免許証を返納した後でも、いつまでも元

気に地域の公共交通機関を利用して、お出か

けをしていただけるように、Ｓバスの回数券

ですとか、高速バスの回数券なども提供して

います。 

 運転免許証の自主返納については、新城市、

愛知県、愛知県の交通安全グループのホーム

ページでも周知をしたり、新城警察署でも免

許証を返納する際にですね、市での免許証返

納に係る特典について、お知らせをしてもら

っています。今後は、これらについて、さら

に広く周知をしていただいて、利用者をふや

していけるようにしたいと思います。 

 高齢者が運転をすることによって伴う事故

というのは、その方だけの問題だけではなく

て、被害者を生んだり、新しい二次、三次的

な被害を広げたりしますので、ぜひ、みんな

の自覚を持ってですね、この問題に取り組ん

でいきたいと思いますので、これからも関心

を持ち続けていただけたらと思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 福田さん、髙木さん、原さ

ん、松﨑さんの質問が終わりました。 

 ただいまの東郷中学校の質問に関連するこ

とや、わからなかった点について、質問があ

る場合は手を挙げてください。 

 東郷中学校、髙木さん。 

○髙木慎之佑委員 東郷中学校の髙木慎之佑

です。 

 街路灯の設置の関連質問をします。新城市

のホームページを見たところ、新城市地域安

全灯設置事業補助金について、知ることがで

きました。 

 それによるとＬＥＤを光源とする地域安全

灯を設置する費用の２分の１を市が負担して

くれるというものでした。ですが、１灯当た

りの補助金に上限があり、電気料金や電柱の

使用料金は対象にならないようです。 

 地域の子供だけではなく、住民全体の安全

を守るために、市の負担割合を上げることは

可能でしょうか。また、対象外になっている

ものを対象内にすることは可能でしょうか。 

 よろしくお願いします。 

○平田凱登議長 片瀬総務部理事。 

○片瀬総務部理事 御質問ありがとうござい

ます。１灯当たりのですね、補助金を手厚く

できないか、増やせないかというような御質

問ですが、照明をですね、増やすだけで安全

が確保できるということではないということ

は御理解されているかと思います。 

 重要なのはですね、この補助事業を通じま

して、活用して、地域で安全対策について議

論をしていただき、その議論を通してですね、

地域住民全体の防犯、それから交通安全に対
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する意識を高めていただく、これが重要だと

いうふうに考えております。 

 限られた予算ですので、御質問いただいた

ようにですね、１件当たりの補助を手厚くす

るということよりも、より多くの行政区の皆

さんに幅広く活用していただいて、今のよう

な議論をしていただくことが重要かと思いま

す。 

 皆さんもですね、できたら、その議論に参

加していただきまして、どこに、どんな危険

があるのか、それは照明をつけることだけで

抑止できるのか、自分たちにできるものは何

か、地域にお願いしなければならないものは

何か、そうしたものを、一緒に考えていただ

ければと思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 東郷中学校、髙木さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 東郷中学校、原さん。 

○原正大議員 高齢者が利用する交通手段に

ついて、質問です。 

 答弁の中で、高齢者の方にわかりやすい広

報に努めるとありましたが、高齢者の方にわ

かりやすい方法とは具体的には、どのような

ものをお考えでしょうか。教えてください。 

○平田凱登議長 片瀬総務部理事。 

○片瀬総務部理事 広報をですね、わかりや

すくするというのは命題でございまして、特

に高齢者の方にわかりやすいという広報、ど

のようなものかという御質問なんですが、高

齢者の方はもちろん、誰にとってもですね、

誰にでも目にすることができるのは、やはり

各戸配布している広報しんしろ「ほのか」か

と思います。ですので、その「ほのか」ので

すね、文字を大きくしたり、図化したりして、

視覚的にイメージできる工夫、こうしたもの

を計画していきますし、いろんな関係機関に

協力していただいて、街頭で直接ＰＲするよ

うなことも、これから進めていく予定でござ

います。 

 一点、自動車運転免許証返納の関係につい

て、先ほど御質問いただいたので、それにつ

いて少し触れますが、皆さんの質問の中にも

ありましたように、高齢者本人にとってはも

ちろん、家族、それから身近な方たちにとっ

てもですね、切実な問題でもあります。で、

複雑で、奥が深い問題だと思います。 

 ですからですね、高齢者本人の方のみなら

ず、身近な方々にですね、このいろんなもの

の制度を周知していただいて、理解していた

だいて、それを、その方から高齢者の方に伝

えていただくということもですね、高齢者に

わかりやすい情報の伝達方法の１つかなとい

うふうに考えております。高齢者の方にです

ね、こうした間接的な情報伝達が重要な場合

もありますので、多くの方に理解していただ

けるように、今後も検討してまいりたいと思

います。 

○平田凱登議長 東郷中学校、原さんの質問

が終わりました。 

 時間になりましたので、以上で東郷中学校

の質問を終了します。 

 ２番目の中学校は、千郷中学校です。千郷

中学校の皆さんは、質問席へ移動してくださ

い。 

 質問は、３名続けて行うことを許可します。 

 質問者、青山萌華さん、内藤圭星さん、後

藤郁奈さん。 

○青山萌華議員 議長 

○平田凱登議長 青山さん、内藤さん、後藤

さん。 

○青山萌華議員 千郷中学校の青山萌華です。

Ｓバスについての提案をしたいと思います。 

 「Ｓバスは２００円だから、なかなか乗れ

ないな。」、祖父の言葉です。祖父は、車に

乗らないので、Ｓバスを利用していますが、

年金暮らしのため、２００円では利用が難し

いようです。 

 そこで、周りの人たちが、どんな意見を持
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っているか、アンケート調査をしました。２

５１名が回答してくれましたが、車の利用者

が多く、Ｓバス利用者は１８名しかいません

でした。毎日利用している人はゼロ名、時々

が１３名、１、２回の人が５名でした。 

○内藤圭星議員 内藤圭星です。 

 利用者に多かったのが、「近くで２００円

は、ちょっと高い」という意見です。免許を

返納した方の交通手段とするならば、毎日２

００円ずつ払っていくのは大変ではないでし

ょうか。 

 ほかにも、「年齢により無料にする」、

「ひと月１，０００円で乗り放題にする」な

どの意見がありました。回数券など、よい取

り組みもありますが、高齢者の方は１００円

にするなど、料金の改正を考えてはいただけ

ないでしょうか。 

○後藤郁奈議員 後藤郁奈です。 

 利用したことのない２３３名の中で、７０

名の方が意見を書いてくださり、多かったの

が、「高齢の方が自力で買い物に出かけられ

るように、スーパーやドラッグストアの付近

にもバス停を設ける」と、「待つ時間が長い

ので、便をふやす」です。 

 新城では、便をふやすのは難しいと思われ

るので、バス停の場所をふやすのはどうでし

ょうか。 

○青山萌華議員 最後にアンケートに書かれ

た質問の１つを紹介します。「一部の路線は、

土日祝日に運休しているのはなぜか。」です。 

 ぜひ、これらの質問や提案にお答えいただ

きたいと思います。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 前の東郷中学校の皆さんに

続いて、千郷の皆さんもですね、自分たちの

質問にかかわることについて、２５１名も多

くの方にアンケートをとって、その生の声を

ですね、もとに、市に提案や問題提起をして

もらえたことに、まず敬意を表したいと思い

ます。本当にありがとうございます。また、

きっとアンケートをするのも大変だったと思

いますけれども、いい機会になったのではな

いかと思います。 

 まず、Ｓバスの料金ですけれども、新城、

鳳来、作手地区の区域内、全て１回の乗車に

ついて２００円で統一をしています。これも、

かつては料金がばらばらであったり、もう少

し高かったりした区域もあったのですが、数

年前に２００円ということで、値下げをしな

がら統一をしています。また、障がいを持っ

た方は半額としているほかに、回数券や定期

券による割引も、仕組みもございます。 

 高齢化が進み、ますます公共交通への必要

性は高まっていきますので、御提案をいただ

いたことも含めて、提案検討が必要かと思い

ます。 

 しかし、同時に、毎日バスを走らせていく

ことについては、大変多額の料金がかかりま

す。もしも、利用者の皆さんの利用料金だけ

でですね、この運行経費を賄おうとすると、

恐らく１回１，０００円でも足りないぐらい

の料金を取らないといけないと思います。で

は、その不足分は、どこで誰が負担をしてい

るのかと言えば、やはり市民みんなが、何ら

かの形で負担をしあっています。 

 ですので、市民全体が、自分たちがもっと

負担をしてでも、高齢者のバス料金を無料に

したり、もっと安くしたほうがいいのではな

いかということになれば、これは１つの大き

な一歩だと思うんですけども、まだ、そこま

での合意が果たしてできるか。あるいは、そ

こまでの必要性があるかどうかについて、ま

だまだ検討が必要です。 

 ですので、そうしたことも含めてですね、

広く意見を聞いていただけるとうれしいなと

思います。 

 それから、バス停の設置についてはですね、

まずは何と言っても、乗降客の安全の確保、

それから他の車両の通行への支障にならない

かどうか。それから、運行時間が長時間にな
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りますと、どうしても長くなっていきますの

で、それについてもダイヤの維持などを、確

認しながら進める必要があります。 

 また、今、一部で、フリー乗車区間という

のがあって、どこでも、その路線の走ってい

るところであれば、手を挙げて、乗りおりを

したりすることができるようなフリー乗車区

間を設けるという方法もあるかと思います。 

 それについては、やはり地域の皆さん、居

住者の皆さんとも一緒になって、よい方法を

検討していきたいと思います。 

 それから、市内のバス路線の利用者は、ほ

とんどがですね、小中学校への通学と、それ

から病院などに通う高齢の皆さんが中心にな

っています。このため、新城地区は学校や病

院が休みとなる土日、祝日は運行していませ

んけれども、鳳来、作手地区では、中学生の

部活動の利用が多いこともあって、土曜日も

運行しています。それから、Ｓバスの作手線

についてはですね、作手地区と新城地区を結

ぶ唯一の公共の路線ですので、日曜日、祝日

も運行しています。 

 地域ごとによって、運行の形が違う、頻度

が違うのも、それぞれの地域の必要性、ニー

ズに合わせてのものでありますので、その点

も理解をしていただけるとありがたいと思い

ます。 

 以上です。 

○平田凱登議長 青山さん、内藤さん、後藤

さんの質問が終わりました。 

 次に、２番目の質問者、鈴木天真さん、酒

井梨有さん、野沢弘明さん。 

○酒井梨有議員 議長 

○平田凱登議長 鈴木さん、酒井さん、野沢

さん。 

○鈴木天真議員 千郷中学校の鈴木天真です。 

 ２点目は、休耕田についての提案です。現

在、新城市の休耕田は約６６０ヘクタールで

す。１枚３００坪とすると、約６，７００枚

になります。東栄町、設楽町の休耕田は約１，

０００枚、岡崎市は約４，０００枚、豊川市

は約６，０００枚で、新城市はとても多いほ

うに入ると思います。 

 また、地域の利用方法はさまざまで、ソー

ラーパネルの設置や駐車場、コマツナやゴマ

などの植物の栽培、体験農園などがあります。 

○酒井梨有議員 酒井梨有です。 

 和歌山県には、田んぼアートがありました。

田んぼアートは、福島県の相馬市や静岡県の

浜松市、県内の安城市など、さまざまな地域

で行われています。新城市は自然が豊かなた

め、景観的にも田んぼアートは最適だと思い

ます。 

 浜松市では、コスモスなどの季節の花を植

えた場所を何カ所かつくり、スタンプラリー

を行っています。休耕田の有効利用だけなく、

観光として、地域活性化につながるのではな

いかと思います。 

○野沢弘明議員 野沢弘明です。以上のこと

から、休耕田を利用したスタンプラリーの開

催を提案します。 

 休耕田何カ所かに、２色のイネや花で文字

をつくり、みつけた文字を並べかえて、隠さ

れた言葉をみつけます。少し離れた休耕田を

利用すれば、新城を散策してもらえます。秋

の紅葉の時期ならば、きっと新城の自然のよ

さも知ってもらえます。長篠設楽原決戦場や

鳳来寺山の近くならば、観光もしてもらえま

す。 

 新城市の休耕田を有効活用するために、こ

のような提案はいかがでしょうか。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 周りの休耕田のありように

着目をして、心配をしながら、同時に、より

ですね、有効な活用方法について、各地の実

例を調べていただいたり、あるいは休耕田の

実情もですね、他の市町の様子も調べてもら

ったことについて、大変ありがたいと思いま

すし、立派な質問をしていただけたと思いま

す。 
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 今、現在でも、休耕田の利活用については、

いろんな議論がありますけれども、まず知っ

てほしいのは、今の日本のですね、農地の、

農業地の田んぼや畑ですね、農地の制度とい

うのがどっから来ているかということです。 

 皆さんは、歴史の、社会科の学習の中で、

戦争の歴史を学んだと思います。戦争に負け

た後、大変苦しい経済状況に置かれました。

食うや食わずで、子供の栄養状態も悪く、食

料も確保できないという時代が１０年以上続

いたんですね。で、そのときに、今の農地制

度というのは確立をしました。 

 つまり、農地は、国民の食糧をつくる、一

番の、最大の基盤であるので、これは農業地

として、しっかりと守っていきましょうとい

うのが、現在の農地制度の根本であります。

ですので、農地をほかの目的に利用したり、

転用したりすることについては、いろいろと

厳しい制限がかけられてきました。 

 これが今までの歴史ですが、ここ数十年、

２０年、あるいは３０年ぐらいでしょうか、

農業をする人が減ってきたことと、高齢化し

てきたこと、さらに人口が減ってきたことで

ですね、休耕地というものが、どんどん、ど

んどん増えてきました。それが、皆さんが目

にしているものです。 

 ですので、国や自治体の政策も、時代に合

わせて、少しずつ変わってきています。その

休耕地を有効活用するための、さまざまな仕

組み、あるいはアイデアというものも生まれ

てきています。全国的にも、この大きな課題

で、今おっしゃったようなことがありますけ

れども、そうすると、農地について、農作物

を栽培する場以外のですね、別の利用方法に

も着目したり、あるいは観光スポットとして

連携を図ったり、あるいは太陽光発電の場所

に使ったりという、そういう活用の仕方が出

てきています。 

 新城市でもですね、市内では、例えば鳳来

の海老・川売地区の、川売の梅、それから大

宮地内では菜の花や、富岡地区でのコスモス

など、休耕田にいろんな花を植えてですね、

お客さんを呼んだり、地域を元気づけたりす

る事業が数多くあります。 

 そうした皆さんの思い、それを実際担って

いるのは、地域の皆さんです。その皆さんの

思いをしっかり受けとめたり、議論をしなが

ら、では、スタンプラリーのような方法が有

効なのかどうか、それが地域を守るためにど

うなのか、こういう議論をしながら、一歩一

歩とこの問題について、取り組んでいきたい

と思っています。 

 そうした地域の取り組みも、またぜひ一度、

具体的に、現地に足を運んでですね、その場

を盛り上げようとしている皆さんと話をして

もらうと、さらに有効な、有意義なことにな

ると思います。 

 休耕田の活用や、あるいは解消方法につい

て、これからも知恵を絞っていくとともに、

同時に農地をしっかりと守っていくというこ

とも大切な課題として、考えていかなければ

ならないと思っています。 

 以上です。 

○平田凱登議長 鈴木さん、酒井さん、野沢

さんの質問が終わりました。 

 ただいまの千郷中学校の質問に関連するこ

とや、わからなかった点について、質問があ

る場合は、手を挙げてください。 

○後藤郁奈議員 議長 

○平田凱登議長 千郷中学校、後藤郁奈さん。 

○後藤郁奈議員 バスを走らせるためには、

多くの経費がかかるようですが、このＳバス

はバスではないといけないのでしょうか。も

う少し小さくし、ジャンボタクシーほどの大

きさにすれば、いろいろな面で経費が少しで

も抑えられると思います。そして、余りにも

利用者がいないバス停は少しずつ減らし、そ

の費用を、少しでも別のものに有効利用する

のもよいのではないでしょうか。 

○平田凱登議長 古田総務部長。 
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○古田総務部長 はい、Ｓバスの運行車両で

すけれども、路線ごとに１便当たりで想定さ

れる最大の乗車人数を考慮して、バスの大き

さというのは決めています。 

 例えば、小中学校への通学時に利用するバ

ス路線では、通学する人だけでいっぱいにな

って、一般の人が利用できないというような

ことも防いでおります。 

 こうしたことから、Ｓバスのうち、千郷地

区を走っています西部線、それから東郷地区

を走っております北部線については、１０人

乗りの車、同じＳバスでも、鳳来地区の塩瀬

線ですとか、作手地区の足軽線は１４人乗り

の車両というように、その路線ごとに、どの

ぐらい利用するかということで変えています。

今後も引き続きまして、市内の全路線につき

まして、乗車状況の変化に応じて車両の大き

さを含めて、運行方法や経路などを検討し、

費用が抑えられる工夫を続けていきたいとい

うふうに考えています。 

 以上です。 

○平田凱登議長 千郷中学校、後藤郁奈さん

の質問が終わりました。ほかに質問はありま

せんか。 

 八名中学校、田中さん。 

○田中莉里花議員 私たちが住んでいる八名

地区にあるコスモスの小径は地元で自慢でき

るスポットの１つです。地元の人の協力で、

美しいコスモスを毎年見ることができていま

すが、市としては、このような場所をＰＲす

るような活動は行っているのでしょうか。ぜ

ひ、多くの人に見ていただきたいです。 

○平田凱登議長 川合産業振興部長。 

○川合産業振興部長 コスモスの小径の広報

というんですか、観光との関連という御質問

だというふうに思います。 

 コスモスの小径につきましては、毎年地域

の住民の方の協力によりまして、コスモスを

植えて、期間中は多くの観光のお客様に鑑賞

をしていただいているという状況でございま

して、こちらのほうにつきましては、お問い

合わせがあれば、咲きごろ、見ごろというよ

うな内容も含めてですね、御案内をさせてい

ただいている状況でございます。 

 ただ、駐車場等の課題もありますので、そ

ういう点についてもですね、来た方たちが御

不便にならないような形でですね、御案内も

している状況で、なるべく多くの方に来てい

ただくという広報をさせていただいている状

況でございます。 

 以上です。 

○平田凱登議長 八名中学校、田中さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 八名中学校、森田さん。 

○森田大智議員 休耕田で田んぼアートを行

うのは難しいということはわかりましたが、

市としては、休耕田をどのように活用してい

くつもりですか。 

○平田凱登議長 川合産業振興部長。 

○川合産業振興部長 休耕田の田んぼアート

の話についてはですね、課題があるというこ

とを申し上げている状況でして、もし、そう

いう課題をですね、克服していけば、休耕田

での田んぼアートも可能というふうに思って

おります。 

 ただ、先ほどの市長の答弁にもありました

とおり、農地をどうして守っていくかという

内容についてはですね、休耕田の田んぼアー

トだけではなくてですね、総合的な対策とい

うのもですね、新城市の農業基本計画という

ような形でですね、総合的に対策をとってい

るという状況も知っていただけるとありがた

いなというふうに思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 八名中学校、森田さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 鳳来中学校、夏目さん。 

○夏目響議員 Ｓバスの運営について、質問
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させていただきます。 

 鳳来中学校では、校区が広く、土曜日に部

活を行うこともあり、土曜日に走るＳバスを

利用させていただいています。ですが、土曜

日以外にも、日曜日や祝日で、大会や練習試

合が行われることがあり、そのときは親の送

迎が必要不可欠となってしまいます。親の都

合がつかない人は、休まざるを得ないという

こともあります。日曜日や祝日の運行も検討

していただけないでしょうか。 

 また、バスの車両の大きさですが、中学生

が利用する時間帯は、バスが小さ過ぎるとい

ったところもあります。バスの本数をふやす

などして、対応をしていただけないでしょう

か。 

○平田凱登議長 古田総務部長。 

○古田総務部長 Ｓバスの運行を日曜日にも

広げる、あるいはバスの車両等も検討してい

ただきたいということですけれども、さまざ

まな意見があるのは承知しております。 

 先ほど、市長の答弁でも申し上げましたと

おり、バスの運行には非常に大きな経費とい

うのがかかります。ただ単に、一方的に拡大

できるわけではございませんので、一番、皆

さんにとって、使い勝手のいいバス路線とい

うのを、引き続き検討を続けていきたいとい

うふうに考えております。 

○平田凱登議長 鳳来中学校、夏目さんの質

問が終わりました。 

 時間になりましたので、以上で千郷中学校

の質問を終了します。 

 ３番目の中学校は、作手中学校です。作手

中学校の皆さんは、質問席へ移動してくださ

い。 

 質問は３名続けて行うことを許可します。 

 質問者、齊藤里沙さん、洞口詩葉さん、前

田愛菜さん。 

○作手中学校議員 議長 

○平田凱登議長 齊藤さん、洞口さん、前田

さん。 

○齊藤里沙議員 作手中学校の齊藤里沙です。 

 私たちは、手づくり村のＰＲについて、２

点質問します。 

○洞口詩葉議員 作手中学校の洞口詩葉です。 

 まず、手づくり村の貸自転車の利用につい

て、質問します。 

 去年の中学生議会で、貸自転車の設置につ

いて、観光課で行っているとの答弁をいただ

きました。しかし、作手に住んでいる私たち

は、貸自転車を利用できることを知らず、手

づくり村の方にも確認したところ、利用者は

全くいないということでした。市では、状況

をどのように把握していますか。 

 また、近年、ツーリングで、手づくり村を

利用される方に加えて、サイクリングでの利

用者もふえているように感じます。貸自転車

を積極的にＰＲし、手づくり村の活性化につ

なげてはどうでしょうか。 

○前田愛菜議員 作手中学校の前田愛菜です。 

 次に、手づくり村の活性化について、質問

します。 

 手づくり村には、五平餅などの名物や広場、

バーベキュースペースなどがあります。しか

し、余り認知されていないことがわかり、若

い人の利用が少ないこともわかりました。若

い人をもっと呼ぶために、近くの鬼久保広場

で開催されるＡＡＣＡカップや、作手の自然

を生かしたインスタ映えをする景色などをＰ

Ｒしてはどうかと考えますが、市としての御

所見をお願いします。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 昨年に続いて、作手の皆さ

んが、手づくり村の状況について、あるいは

そこを中心としたですね、作手の魅力を多く

の方に知ってもらえるような手だてについて、

真剣に考えていただいたことや、また具体的

に手づくり村のほうにもですね、実情を調査

してもらいに行ったことなど、立派な活動だ

と思います。 

 作手、手づくり村にある貸自転車ですけれ
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ども、レンタサイクル用としての活用を手づ

くり村で計画をして、移動手段の選択肢とし

て、魅力の１つとして設置したものでした。 

 しかしながら、その自転車はですね、いわ

ゆる俗に言う、ママチャリというやつで、お

客様のニーズに必ずしも合っていないのが現

状かなというふうに判断をしています。その

ために、積極的に活用ができていないのが現

状であります。 

 しかし、同時に貸自転車に関する要望もあ

ることからですね、市としては、周辺の観光

スポットを結ぶサイクリングマップ等、マッ

プですね、地図ですね、を作成をして、利用

の促進を図っていきたいと思います。 

 手づくり村の周辺には、古宮城を始めとし

た史跡、あるいは豊かな自然もたくさんあり

ます。ただ、手づくり村に来る方の多くは、

自動車とかバイクで来られる方が多いので、

いわゆる二次的に、そこを拠点として周りを

回るという方は、人数的には少ないかと思い

ますけれども、自転車でさわやかな空気を感

じてもらってですね、作手をめぐってもらう、

１つの手段として、それをさらに利用者が増

えるようにしていきたいと思います。 

 それから、手づくり村の利用者、来場者の

増加のためのＰＲですけども、あらゆる機会

にですね、身近な話題や旬の野菜、それから

イベント開催といった、手づくり村の皆さん

が一生懸命頑張って、情報の発信をしていま

す。市でも、それらについて、市の広報、あ

るいはイベント情報、あるいはティーズの放

送などを通じて、ＰＲをしてまいりたいと思

います。 

 ただ、まだまだ認知度が低いこと、特に若

い人の利用が少ないことも事実であると思い

ます。今後もですね、手づくり村としての積

極的な出店やですね、観光協会ともタイアッ

プして、情報発信に努めていきたいと思いま

す。 

 それから、鬼久保ふれあい広場で開催され

ることについても、指摘をいただきました。

今、鬼久保ふれあい広場では、今お話のあっ

たＡＡＣＡカップといった自転車の競技、そ

れから年に一度の新城ラリーのサテライト会

場としても使っています。現在でも、多くの

お客様にですね、手づくり村に立ち寄ってい

ただいていますが、大会場でのですね、手づ

くり村としての出店については、手づくり村

の運営の皆さんと協議をしながら、検討課題

としていきたいと思っています。市として、

ポスターや看板の設置等で周知できればいい

と思います。 

 作手地区の自然を生かしたインスタ映えす

る景色のＰＲ方法についてもですね、昨年は

若者議会の皆さんが、新城のインスタ映えす

るような景色を一覧にした観光マップもつく

っていただいたりしています。そうしたもの

に、さらに皆さんからもですね、投稿しても

らったり、あるいは広めてもらったりして、

みんなで手づくり村、あるいは鬼久保広場を

ですね、盛り上げていけたらと思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 齊藤さん、洞口さん、前田

さんの質問が終わりました。 

 次に、２番目の質問者、齊藤里沙さん、牛

田珠裕さん、鈴木彩音さん。 

○作手中学校議員 議長 

○平田凱登議長 齊藤さん、牛田さん、鈴木

さん。 

○齊藤里沙議員 作手中学校の齊藤里沙です。 

 続いて、ライフラインについて、２点質問

します。 

○牛田珠裕議員 作手中学校の牛田珠裕です。 

 作手では、毎年、冬になると、水道管の凍

結で、水が出なくなることがよくあります。 

 昨年度、作手小学校が新校舎で開校しまし

たが、水道管が凍結し、給食がつくれない日

がありました。せっかくの新しい設備なのに、

生活に影響が出てしまいました。中学校でも、

水道管が凍結して、水が出ず、不便を感じる
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ことがあります。 

 作手小学校の北校舎には、電熱線が巻きつ

けてあったと聞きましたが、そのように改善

をしていただくことはできないでしょうか。 

○鈴木彩音議員 作手中学校の鈴木彩音です。 

 今年度は台風の影響で、作手では、長いと

ころで丸３日、停電が続き、生活にとても不

便を感じました。特に、オール電化の家では、

水は出ないし、火も使うことができないので、

とても苦労しました。携帯電話の電波も届か

ず、情報の届かない孤立した状況は非常に不

安でした。実際、私の家族の携帯電話は、新

城に一度おりないと、学校からのメールも届

かず、とても困りました。 

 市として、電力復旧の遅い作手の状況につ

いて、これからの対策をどう考えていますか。

作手に今、太陽光パネルが多く設置されてい

ますが、これを活用することはできないでし

ょうか。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 まず、昨年のですね、作手

の小学校、新しい小学校で起きた給水管の凍

結です。できたばかりの作手小学校で起きた

事態でありましたので、設計の仕事をした方、

それから建設の工事に当たっていただいた方、

それから全体を管理した市の担当の者で、責

任を持ってですね、これは大変な不手際であ

ったと思います。ミスがいろいろあったと思

いますので、その点を設計業者の皆さん、施

工業者の皆さんと協議をして、対策をとらせ

てもらいました。 

 凍結対策について、昨年、対策が完了して

おりますので、今後はよほどのことがない限

りですね、昨年のようなことはないようにし

たいと思っています。 

 また、そのときには、小学校の関係者の皆

さんに、いろんな迷惑をかけました。中学校

につきましてはですね、水道管等の設備の現

状を確認しましたので、今後、できるだけ早

くですね、対応していきたいと思っています。 

 学校施設の設備などの改修ですとか、ある

いは修繕については、逐次、学校からの報告

により、現場確認を行いながら、状況を把握

しています。緊急性ですとか、優先度、重要

度が違ってありますので、それらを考慮しな

がらですね、順次、手当てをしていきたいと

思っています。 

 また、皆さんが初めて、学校の生徒さんが

初めて気がつくような事態もあると思います

ので、気がついた場合には、速やかにですね、

先生方に報告をしてもらって、教育委員会、

市のほうに届けるようにしてほしいと思いま

す。 

 それから、停電のことです。昨年は、本当

に市内でですね、作手だけではなくて、長い

ところでは４日間の停電が続いたり、それか

ら水道の給水も、停電の影響で断水をしなき

ゃいけないというような地域もありました。

たったあれだけの台風でというのは、言い方

が悪いかもしれませんけれども、これから想

定される大規模な災害を考えたときに、この

教訓をしっかりと活かせていかなければなら

ないと思っています。 

 電力につきましては、御存じのとおり、中

部電力という会社が運営をしています。今回

の災害を教訓にですね、中部電力さんと市の

間では、３つのことについて約束をしました。 

 １つは、設備を復旧するための体制を強化

してもらうということ。それは、復旧するに

はたくさんの作業員の方、それから作業用の

車等が必要です。そうしたものの動員ですと

か、配置などについてでね、中部電力として、

より強化をしていきたいということでした。 

 それから２番目には、停電に関する電話が

つながらないということがたくさんありまし

たので、コールセンターの強化を含むですね、

情報提供の強化、これをしっかりやってもら

うように、お約束をしました。 

 それから、３つ目は、中部電力と市役所と

の情報共有とか連携の強化、特に災害対策本
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部を市が設けたときにですね、中部電力の担

当者の方に、大規模な停電が起きたときには

直接来ていただいて、中部電力のセンターと

市との間の仲介をしてもらうように手配をい

たしました。 

 このコールセンターの強化に加えて、今言

いましたように、さまざまな人的なですね、

協力体制も組んでいきたいというふうに思っ

ています。 

 ただ、停電という事態については、やはり

すぐには復旧できないことがたくさんありま

すので、それぞれの家庭、地域でできること

を、備えをしっかりしてほしいと思います。

防災行政無線の電池の乾電池の蓄えですとか、

あるいは電気がなくても、電気が来なくても、

何かの明かりがつけられたり、あるいは携帯

電話の充電ができたり等々の対応もしていた

だきたいと思います。 

 これは特に、災害時には、皆さん、大変困

られるので、中部電力さん等々に問い合わせ

が殺到します。中には、残念ながらですね、

必死に復旧活動している人の時間を奪ってし

まうような、感情的なクレーム等も見受けら

れます。そうしたことは実は、逆に自分のと

ころに被害として、はね返ってきますので、

それぞれの部署の専門家は必死になって復旧

活動を行っていますので、その復旧活動が速

やかに行けるようにですね、我々、みんなで

応援をしたり、体制を組んだり、あるいは自

分たちでできることは自分たちでやれるよう

に、していくことが必要かなと思います。 

 また、最後にありました、太陽光発電の活

用ですけれども、太陽光発電を大規模災害時

に活用できるような仕組みづくりは、実はも

う既に、一部では始まっています。新城市で

始まった、初めてのメガソーラーについては、

一部、停電時には市が使えるような協定を結

んだところもありました。なかなか、うまく、

昨年のときには、機能はしなかったんですけ

ども、作手地区等々でもですね、そうしたこ

とが太陽光発電を設置した事業者の皆さんと

協議ができれば、さまざまな形で手当てをし

てきたいと考えています。 

 以上です。 

○平田凱登議長 齊藤さん、牛田さん、鈴木

さんの質問が終わりました。 

 ただいまの作手中学校の質問に関連するこ

とや、わからなかった点について、質問があ

る場合は、手を挙げてください。 

 作手中学校、鈴木さん。 

○鈴木彩音議員 ライフラインについてです

が、停電時に市役所で発電機を貸し出しする

ことはできないでしょうか。 

 私の家にも発電機があり、洗濯やお風呂を

わかすのに、とても助かりました。お年寄り

にとっても電気がない生活が何日も続くと、

命にかかわることもあります。取り入れても

らえないでしょうか。 

○平田凱登議長 片瀬総務部理事。 

○片瀬総務部理事 市役所に発電機を備蓄し

て、それを貸し出していただけないかという

ことでございますが、そうしたことも可能か

もしれませんが、経費的な問題もあります。 

 ですので、まずはですね、そういったとき

には、避難所を開設しますので、そちらのほ

うでは電源確保に努めております。ですので、

ぜひ、まず避難所のほうへお越しいただくこ

とをお願いしたいのと、先ほど市長が答弁申

し上げたとおり、それぞれでできること、備

蓄できることはやっていただくと、そういう

ことをまず心がけていただければ、ありがた

いと思います。 

○平田凱登議長 作手中学校、鈴木さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 作手中学校、齊藤さん。 

○齊藤里沙議員 作手手づくり村の貸し出し

自転車の件について、質問します。 

 つい５日前に、マウンテンバイクに変えら

れたとお聞きしました。もともとありました
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ママチャリは、１回５００円で、それでも私

たちは高いと思いました。それが、マウンテ

ンバイクに変わり、４時間２，０００円とな

り、私たち中学生にとって、なかなか借りに

くい金額となってしまいました。 

 作手に来てくれる方は、自転車やバイクに

乗ってくる人が多いです。どのような人に借

りてほしいのか、どのような見通しでその値

段設定にしたのか、教えてください。 

○平田凱登議長 川合産業振興部長。 

○川合産業振興部長 はい、作手手づくり村

にはマウンテンバイクをですね、３台、購入

したという内容までは確認をしております。 

 で、どんな方たちに、どんなふうに利用し

ていただこうかという内容で、これは作手手

づくり村が、独自にその価格設定等をしたも

のだというふうに考えております。その価格

設定によって、どの方たちに、どういう利用

をしていこうかという部分はですね、まだ検

討中というような話も聞いておりますので、

その価格に見合うだけの価値というものがで

すね、その使われる方たちに提供できるかど

うかということになるんではないかというふ

うに思っております。 

 ですので、今、手づくり村が考えている、

その価値というものをですね、その値段以上

にですね、つけられる方策というものを検討

中ということであるというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○平田凱登議長 作手中学校齊藤さんの質問

が終わりました。ほかに質問はありませんか。 

 作手中学校、前田さん。 

○前田愛菜議員 ＡＡＣＡカップについて、

質問します。 

 スポーツツーリズムのサイトを見ると、近

隣地域の一般の方々にも自転車ロードレース

の魅力を伝えていけるような大会にしたいと

書かれていました。しかし、作中生や親で知

っている人はほとんどいません。作手地区の

人たちには、どのように宣伝していますか。 

○平田凱登議長 川合産業振興部長。 

○川合産業振興部長 はい、このＡＡＣＡカ

ップというのはですね、年間を通じて、選手

に、気軽に参加できるレースという形で提供

をしております。で、民間の会社が主催をし

ている状況でございます。 

 で、日本のですね、若手選手のさらなる競

技レベルを向上させるという目的としており

ますので、近隣の方たちの参加というものは、

まだ、そこまでは考えていない状況だという

ふうに思います。 

 ただ、自転車の安全の教室だとか、そうい

うものはそれぞれの地域で開催をして、自転

車への興味を持っていただくようなことも実

際には行っていただいているという状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○平田凱登議長 作手中学校前田さんの質問

が終わりました。 

 時間になりましたので、以上で作手中学校

の質問を終了します。 

 ４番目の中学校は、新城中学校です。新城

中学校の皆さんは、質問席へ移動してくださ

い。 

 質問は２名続けて行うことを許可します。 

 質問者、白井陸駆さん、柏木美乃里さん。 

○新城中学校議員 議長 

○平田凱登議長 白井さん、柏木さん。 

○白井陸駆議員 新城中学校２年の白井陸駆

です。僕たちは、小中学校のエアコンについ

て、エアコンの設置について、質問をします。 

 学校環境衛生基準では、教室などの望まし

い温度は１７度以上２８度以下とされていま

す。今年度の新城中学校では、６月下旬から、

朝の段階でも、教室内の温度が２８度を超え

る日が多く出始め、７月に入ってからは、朝

から３０度を超える日が多くありました。授

業中である日中の温度はさらに上がり、授業

に集中して取り組むことが難しくなっていま
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す。新城中学校では、２年前からクールビズ

として夏場のみ、体操服で授業を受けてもい

いなどの対策をしていますが、それにも限界

を感じています。 

○柏木美乃里議員 新城中学校の柏木美乃里

です。 

 今年度、豊田市の小学校での熱中症事故が

あり、豊川市や蒲郡市など東三河の市でも、

来年度の夏までにエアコンを設置するという

話を聞きました。 

 新城市議会でも、小中学校にエアコンを設

置するという話がありましたが、現在、エア

コンを設置することについて、どこまで話が

進んでいるのか、今後の設置計画を教えてく

ださい。私たちは、来年度もあの暑さの中、

授業を受けることになるのでしょうか。 

○平田凱登議長 和田教育長。 

○和田教育長 教育長の和田です、よろしく

お願いします。 

 平成３０年の夏は、本当に厳しい、災害レ

ベルの暑さでありました。皆さんにおかれま

してもね、学校で熱中症対策や、暑さしのぎ

に大変苦労されたというふうに思います。 

 御質問いただきました、エアコンの設置に

ついてですけれども、新城市でもですね、各

小中学校の校長先生に、学校の実情について

お聞きいたしました。そして、そのお話に基

づきましてですね、エアコンの設置に向けて

検討を続けてきたわけです。 

 で、昨年の１２月の市議会におきまして、

全ての小中学校での普通教室、あるいは一部

の特別教室にエアコンを設置する予算が承認

されました。したがいまして、速やかにです

ね、設計、設置の工事に取り組んでいき、少

しでも早く設置できるように事業を進めてい

きたいというふうに考えております。 

○平田凱登議長 白井さん、柏木さんの質問

が終わりました。 

 次に２番目の質問者、片桐萌絵さん、堀若

菜さん。 

○新城中学校議員 議長 

○平田凱登議長 片桐さん、堀さん。 

○片桐萌絵議員 新城中学校の片桐萌絵です。

私たちは、新城の人口減少への対応について、

質問をします。 

 地域の方と話をしていると、新城の子供の

数が減った、どんどん少なくなっているとい

う話をよく聞きます。実際に調べてみると、

新城市の人口はどんどん減少し、１０年後に

は５，０００人以上の人口が減る可能性があ

ることがわかりました。 

 この中学生議会でも、新城の人口減少につ

いての質問などがあり、新城市として住みや

すい、働きやすい、子育てしやすいと思える

暮らし環境を整え、魅力ある地域になるよう

に、いろいろな手だてを行っていることを知

りました。 

○堀若菜議員 新城中学校、堀若菜です。 

 新城の人口が減少し続けると、税収が減り、

市のサービスがうまくいかなくなったり、お

店などがますます減ったりするなどの問題が

起きてくると思います。 

 新城市の人口の減少を抑えるためには、観

光として新城に来てもらって、新城のことを

より知ってもらうことも必要だと思いますが、

何より新城に住む人をふやす取り組みが大切

であると思います。 

 そこで、新城市に住む人をふやすための取

り組みとして、新城市が一番力を入れている

取り組みを教えてください。また、その取り

組みによる成果などがあれば、教えてくださ

い。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 人口減少という大変大きな

ですね、テーマをいただきました。皆さんが

これから社会に出ていく時代は、日本全体で

人口がすごく減っていく時代に入ります。そ

の時代をどうとらえてですね、どのように生

きていくかは、皆さん自身の問題でもありま

す。 
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 皆さんの御両親、あるいは特におじいさん、

おばあさん、祖父母の世代は、人口がふえて

いった時代を生きてきたものです。私もそう

です。で、そうした人口がふえていった時代

の人から見ると、今の状況はいかにも寂しい、

いかにも活力が減っていくように感じられま

す。例えば、新城駅前は、昔は日曜日ともな

れば、歩行者天国みたいに人がごちゃごちゃ

いたんだけども、今はシャッター通りだとい

うようなことを、よく聞くんではないかと思

うんですね。 

 で、皆さんも日ごろ、そうした大人の声を

聞くことで、人口減少時代というイメージを

つくっている場合があると思いますが、ただ、

これは日本全体の、１つの大きな、もう宿命

です。人口が減ることは避けられません。人

口が減ることが避けられない中で、自分のま

ちだけ人口をふやそうと考えても、これはほ

かから奪ってくるしかなくなっちゃうんです

ね。そうしたまちづくりは、本当にいいまち

づくりだろうか。こういうことを、私たち、

新城市では一生懸命考えてきました。 

 そこで、それでもなおかつ人口問題に取り

組むとすればですね、新城市内に住む、例え

ば若い人たちが、本当は新城市にずっと住み

続けたいんだけれども、例えば働く場がない

から、適当な住む場所がないから、余りにも

通勤、通学の距離が長いからということで諦

めて、ほかへ行ってしまうというようなこと、

あるいは、新城市内で、もっと子供を産み育

てたいんだけれども、その子育ての環境が余

りよくないから、ほかへ移ってしまうという

ような、いわゆる望んでいない、外へ出てし

まうことを、どれだけ抑えられるか、それだ

けのことについて、必死になって考えていか

なければならないと思ってきました。 

 働く場、それから住む場所、それから生き

ていく上で大切な、子供を育てたり、あるい

はお医者さんにかかったりする、そういう環

境をしっかりと整えていきながら、住みよい、

住み続けたいと思えるまちをつくっていくこ

とが課題です。 

 その中でも、特に若者たちに対して問題提

起をしている新城市の政策では、この中学生

議会もそうなんですけれども、若いときから、

自分たちのまちのことをよく知り、自分たち

のまちに愛着を持ってもらい、そして、その

まちをどうしたらよくできるかを、若者たち

がみずからの課題として考えていく。大人や

周囲の愚痴を聞いているだけではなくて、自

分たち自身がこのまちをどうしていくかをし

っかりと考えていく。それによって、まちを

より魅力的なものにしていくために働いても

らう、動いてもらう、活動してもらう、活躍

してもらう。そういうことに今、一番に力を

入れています。 

 若者議会という言葉も聞いたことがあるか

と思います。これは、日本で初めて、新城市

が始めた若者の政策です。若者たちが、自分

たちの課題として、まちづくりを考えていく。

考えるだけじゃなくて、提案をしていく。提

案するだけじゃなくて、その提案が具体的な

形になるように、予算をつけていく。そして、

そのつくられた事業に、もう一回、若者たち

自身が総括をして、検証を加えていく。そう

いうサイクルをつくっていくこと。さらに、

若者たちに、新城市内にどれだけ魅力的な働

く場や、観光のスポットがあるかを、幅広く

知ってもらうこと。それによってですね、新

城市内で、自分たちの夢をつないでいこうと

いう若い人たちがふえることを、私たちとし

てはしっかりと、力を入れていきたいと思い

ます。 

 その結果ですね、若者議会にかかわった人

が、一時は、ひと時は新城市外に出て働こう

と思っていたけれども、若者議会を通じて、

いや、やっぱり新城市で働いて、このまちの

ために頑張ってみようということで、働く場

所を変えたりするような事例、それから市外

から、新城市外の方が、新城市の若者政策の
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魅力を知って、移り住んできたりしてきた

方々。あるいは地域の活動への協力をする目

的で新城市内に入って、いろんな農家レスト

ランをしたり、スポーツツーリズムの事業を

起こしたりする、そうした人たちが少しずつ

ふえてきています。 

 それから、新しく農業をやるために、新城

を目指してくる若者たちのために、いろいろ

な受け入れの体制をつくって、住む場所を用

意したり、周りの農家の皆さんが協力して、

その人たちが農業技術を身につける協力をし

たりすること。そうしたことを通じて、今、

作手地区ではですね、愛知県内では、一番多

くの新規就農者、新しく農業につく人たちの

受け入れが行われているところです。 

 こうしたことからですね、人口減少時代と

いうのを、皆さん自身が、この時代をどうや

って生き生きと豊かに暮らしていけるのか、

そういうことを考えるですね、大きなきっか

けにしてもらえたらうれしいですし、この中

学生議会を通じて、まちに、市に対して積極

的に発言をする、自分の抱えていること、自

分の感じていることをですね、市の政治を担

う人たちにぶつけていくこと、また卒業した

後は、若者議会にも入ってもらって、そのよ

うな活動をしてもらうことを、心から期待を

していますので、よろしく考えていってほし

いと思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 片桐さん、堀さんの質問が

終わりました。 

 ただいまの新城中学校の質問に関連するこ

とや、わからなかった点について、質問があ

る場合は、手を挙げてください。 

 新城中学校、柏木さん。 

○柏木美乃里議員 小中学校のエアコンの設

置についての関連質問をします。 

 全ての学校にエアコンを設置する予算を確

保していただき、ありがとうございます。具

体的に、いつ設置される計画なのか教えてく

ださい。私たち２年生は、来年度の夏は、エ

アコンがない学校生活になるのでしょうか。 

○平田凱登議長 和田教育長。 

○和田教育長 今年の夏までに、何とかエア

コンを設置してほしいという皆さんのお気持

ちは、痛いほどわかります。 

 何とかね、夏までに使えるようになるとい

いなということを思うわけですけれども、今

の段階では、はっきりと申し上げることがで

きません。現在、準備を進めております設計

や工事の進みぐあいにより、使用できる時期

がはっきりしてまいります。２０１９年度中

の完了を目指しているわけですけれども、で

きる限り、早い時期に設置できるよう、目指

してまいります。 

○平田凱登議長 新城中学校、柏木さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 東郷中学校、中島さん。 

○中島妃菜議員 新城市の人口減少への対応

についての関連質問をします。 

 新城市では、若者議会、女性議会、中学生

議会など、さまざまな議会が行われています。

また、新城市にかかわりを持つ人たちが少し

ずつふえていることもわかります。このよう

な活動を、これからどのように広報していく

のかを教えてください。 

○平田凱登議長 三浦企画部長。 

○三浦企画部長 はい、これからどのように、

こういった若い方の活動などをですね、広報

していくのかということでございましたが、

この広報の方法でございますが、今回も収録

を行っておりますが、ケーブルテレビ、皆さ

んも見たと思いますが、ティーズでございま

す。こういったほか、広報「ほのか」ですと

か、市のホームページを初めですね、フェイ

スブックなどのですね、ＳＮＳで継続して周

知をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 また、若者議会ではですね、広報チームと
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いうのがございまして、このチームがですね、

つくった、より効果的な周知方法なども今、

議論をされていますので、この若い方の意見

も踏まえてですね、ここで提案された方法も

取り入れていきたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○平田凱登議長 東郷中学校、中島さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 作手中学校、洞口さん。 

○洞口詩葉議員 作手中学校の洞口詩葉です。 

 作手は、夏は涼しいほうです。そのため、

冬はとても寒く、作手に住んでいる私たちに

は、水道管が凍らないことが重要です。昨日

は、中学生議会の前日にもかかわらず、水道

管の凍結防止のために電熱線の工事をしてく

ださり、ありがとうございました。 

 しかし、作手中には、水道の栓が４カ所あ

ります。ほかのトイレなどの水道管は工事さ

れる予定がないと聞きました。工事してもら

ったのは、その中の１つです。作手中のトイ

レは、冬になると水道管が凍結してしまい、

朝は爆発するような勢いで水があふれだしま

す。このことから緊急性は高いと思いますが、

追加で工事をする予定はありますか。 

○平田凱登議長 林教育部長。 

○林教育部長 はい、ただいまの御質問であ

りますが、作手が寒いということで、水道管

が凍るということで、先ほどの質問のあった

箇所につきましては、今言われたように、工

事のほう、進めているところであります。ほ

かのところにつきましては、また状況を見な

がらですね、そういったことが起きた場合に

は、対応を考えていきたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○平田凱登議長 作手中学校、洞口さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 千郷中学校、野沢さん。 

○野沢弘明議員 新城市の人口減少の対応に

ついてですが、市が考える、これから取り組

む予定の新城市の人々が、新城を愛着が持て

るような企画はありますか。できれば、その

内容を教えてほしいです。 

○平田凱登議長 三浦企画部長。 

○三浦企画部長 はい、企画というか、これ

から若い方がですね、新城に住みたいという

か、どうやって愛着を持って、残っていただ

けるかというふうなことでお答えをしようと

思っています。 

 まずですね、先ほどもちょっと質問ござい

ましたが、市内の就職でございますが、新城

市にはですね、この工業統計という統計があ

りまして、これ、４人以上の会社が、実を言

うと１４９社あります。そしてですね、皆さ

ん、その数字を聞いてですね、そんなにたく

さんあったのかなというふうに思われている

かもわかりませんが、市ではですね、この市

内の会社を紹介する、新城企業展というのを

ですね、開催をしております。毎年やってお

りまして、今年というか、３１年度はですね、

５月に開催をする予定です。 

 現時点でですね、市内の全ての中学校から、

参加の希望をいただいているというふうに聞

いておりますので、ぜひですね、こういった

機会に、市内の企業を知っていただいて、も

し、このことがきっかけでですね、将来、こ

の市内の企業のほうへですね、皆さんがです

ね、就職していただけることになれば、非常

にうれしいというふうに思っております。 

 また、先ほどから話が出ていました若者議

会、こういった経験をされた方の中でもです

ね、当然というか、市内の企業に就職をされ

た方もお見えになります。皆さんのようにで

すね、この若い皆様方、若い方々がですね、

このまちに、新城に住みたいと思う気持ちが

ですね、新城市のですね、未来に一番大切な

ことだというふうに考えております。ぜひで

すね、皆さんが、若者議会や女性議会、地域
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の組織などにですね、積極的にかかわってい

ただいて、参加していただいて、そしてです

ね、私どもと一緒に考えて、行動をしていた

だければですね、この新城市がいつまでも魅

力のあるまちであり続けるのではないかとい

うふうに考えておりますので、どうかよろし

くお願いいたします。 

○平田凱登議長 千郷中学校、野沢さんの質

問が終わりました。 

 時間になりましたので、以上で、新城中学

校の質問を終了します。 

 ５番目の中学校は鳳来中学校です。鳳来中

学校の皆さんは、質問席へ移動してください。 

 質問は３名続けて行うことを許可します。 

 質問者、嶋恭花さん、安形天華さん、鈴木

小陽さん。 

○鳳来中学校議員 議長 

○平田凱登議長 嶋さん、安形さん、鈴木さ

ん。 

○嶋恭花議員 鳳来中学校の嶋恭花です。私

たちは、タブレット端末によるデジタル教科

書の採用について提案します。 

 今、全国の小中学校で、置き勉のことが話

題になることがふえてきています。私たちの

学校でも、生徒会が設置する目安箱に、置き

勉についての要望がたくさん出されました。 

 アンケートをとってみると、全校の約８

６％が置き勉を望んでいます。理由として、

「通学用のかばんの重さをはかってみると１

１キロもあった」、「体への負担が大き過ぎ

る」、「自転車の運転にふらつきがあり、と

ても危険」という意見がありました。 

○安形天華議員 鳳来中学校の安形天華です。 

 そこで、生徒議会を開き、全校生徒の意見

を集めてみると、準備をするくせがつかない、

忘れ物がふえてしまう、宿題以外の勉強をす

る人が減ってしまうなどのデメリットも上げ

られました。 

 先日の学力・学習状況調査の結果から、鳳

中生は自分で計画を立て、勉強することが苦

手という傾向にあり、荷物が重いからと言っ

て、置き勉をすればいいという簡単な問題で

はないと感じました。 

○鈴木小陽議員 鳳来中学校の鈴木小陽です。 

 法律の改正により、来年度から小中高校で

デジタル教科書の使用が認められるとのニュ

ースを聞きました。デジタル教科書の大きな

メリットの１つは、教科書を幾つも持ち歩か

なくて済むという点があります。 

 中学生の荷物が重くなっている原因は、教

科書自体が以前より重くなっていることもあ

ると思います。ある調査では、４０年前に比

べ、教科書ページ数が１．３倍、重さが１．

８倍になっているとのことでした。デジタル

教科書を採用することで、荷物が重過ぎると

いった問題もかなり軽減されるのではないで

しょうか。 

 また、英語の音声を聞いたり、数学の図形

を画面上で動かしたりすることで、さらに深

い学びにつながるのではないかと思います。

ぜひ、御検討をお願いします。 

○平田凱登議長 和田教育長。 

○和田教育長 登下校の荷物が大変かさばっ

て重いということ、私たちが中学生のころと

比べてみても、随分違うなと。小学生も同じ

です。全国的な問題になって、皆さん方も関

心を持って、生徒会で取り組んでいただいた

というふうに思うんですけれども、これもさ

らにですね、しっかり話し合って、もっとも

っと登下校のね、荷物が軽減できるように工

夫してもらえたらなというふうに思います。 

 で、質問の主眼でありますデジタル教科書

の採用についてということですけれども、デ

ジタル教材、そのメリットは動画や音声や検

索などのコンテンツが使用できるということ

ですね。それらができれば、学習も広がり、

深まることができます。 

 で、今度の、平成３１年４月から、使用で

きる生徒用デジタル教科書、これにつきまし

ては、どういうふうになっているかというと、
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紙の教科書の内容の全部がそのままデジタル

画面にしたもので、そのコンテンツとしての

動画とか、そういったものはないわけなんで

す。 

 だから、その理由はどうしてかと言うと、

教科書につきましては、教科書にかかわる幾

つかの法律や規則があって、それにのっとっ

たものでなくてはならないからなんです。で、

したがいまして、現段階では、紙の教科書使

用を基本として、一部、デジタル教科書を使

用できるというふうになっております。 

 これからですね、国のレベルでも、デジタ

ル教科書の導入に向けて検討が進められてい

くということと思います。それに備えまして

ですね、情報端末やネットワーク環境などの

ＩＣＴ環境の整備を進めていかなくてはなら

ないというふうに考えております。また、言

われるように、全ての教科書がデジタル化さ

れましてね、タブレットなどに収まれば、持

ち運びも大変楽ですし、活用もしやすくなり、

置き勉の問題も解決します。 

 現段階では、今、申し上げましたように、

紙の教科書が基本ですので、通学の荷物の軽

減につきましては、さらにですね、学校で話

し合って、改善を図っていってください。 

 以上です。 

○平田凱登議長 嶋さん、安形さん、鈴木さ

んの質問が終わりました。 

 次に、２番目の質問者、加藤祐菜さん、夏

目響さん。 

○鳳来中学校議員 議長 

○平田凱登議長 加藤さん、夏目さん。 

○加藤祐菜議員 鳳来中学校の加藤祐菜です。 

 私たち、鳳来中の生徒にとって公共交通機

関は、登下校に不可欠なものになっています。

そのため、新城市の公共交通機関の今後につ

いて、高い関心があります。 

 新城市が、平成２９年度から行っている、

新城市地域公共交通網形成計画の概要を見て

みると、新城市の公共交通機関の利用者は少

なく、維持していくことが厳しいことである

ことがわかります。そのため、私たちの登下

校の手段を確保するためにも、持続可能なバ

スの運営を整備しなければならないと考えま

した。 

 そこで、私たちは、多くの人が利用したく

なる公共交通機関にするために、路線バスパ

ックを提案します。これは、青森県八戸市で

行われている取り組みです。施設入場券等が

セットになった企画乗車券をつくり、市民に

使ってもらうことで、通学、通勤等の日常利

用以外にバスを利用してもらうことを目的と

しています。これと似た取り組みを、新城市

でも行ってみてはどうでしょうか。 

○夏目響議員 鳳来中学校の夏目響です。 

 新城市には、すばらしい自然や歴史がたく

さんあり、それらに関連する施設も充実して

います。そこで、Ｓバスと豊鉄バスが協力し、

設楽原歴史資料館や鳳来寺山自然科学博物館

などの施設の入場割引券や、新城市内の店舗

で使えるクーポン券等がセットになった、企

画乗車券を発売してみたらどうでしょうか。 

 そうすることにより、交通事業者は、バス

の利用者がふえ、提携施設も利用者がふえ、

そして利用者はお得に楽しめるという、三者

が利点を感じられるようになります。この制

度を採り入れれば、市内外問わず多くの人に

とって、新城市が公共交通機関を利用したく

なるまちになると思います。持続可能なバス

運営の仕組みを整備するためにも、御検討お

願いします。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 はい、質問をするに当たり、

地域公共交通網形成計画を見ていただいたよ

うであります。大変、全体は長いものですけ

れども、それをわたっていただいた上で、質

問を組み立ててもらえたことは、とてもうれ

しく思いました。また、それに関連して、青

森県八戸市の事例も調べてもらったというこ

とです。そうしたことを通じて、市やほかの
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団体が取り組んでいる、いろんな実例に触れ

た上での質問と思います。 

 新城市でもですね、今言われた企画乗車券

については、いろんな形で取り組もうとして

います。例えば、豊鉄バスと連携しまして、

高速バスや路線バスを使って、名古屋から鳳

来寺山に訪れる場合に運賃割引が受けられる

切符を、去年の１１月１０日から発売を始め

ました。この切符を見せると、鳳来寺山自然

科学博物館の入館割引、それから表参道のお

店を利用していただいた際には、プレゼント

なども配れるようになっています。また、パ

ンフレットには、バスの時刻表、乗降場所の

案内のほかにですね、鳳来寺山の散策の所要

時間をあらわした鳳来寺山登山マップ、それ

からバスの時間に合わせた日帰りお勧めコー

スを掲載して、初めて訪れる方にも利用しや

すいように努めています。 

 新城市には、御指摘のとおり、季節ごとに

楽しめる観光スポットがたくさんありますの

で、いただいた提案を参考にですね、観光施

設や地域のお店などと協力しながら、今後も

公共交通を利用して楽しめる仕組みを検討し

ていきたいと思います。 

 また、中学生の皆さんから見て、同世代の

人や、あるいは若い人たちが魅力と思えるよ

うなですね、企画の提案があったら、積極的

にですね、私たちのほうにも、もらえたらう

れしいと思います。 

 冒頭に、鳳来中の生徒にとって、公共交通

機関が不可欠なものであるということ、その

ために、この公共交通機関が持続可能なよう

に運営してもらいたいということ、そういう

思いをもとにですね、この質問をいただきま

したので、皆さんの思いがかなえられるよう

に、我々もまた、持続可能な公共交通機関の

運営にですね、努めていきたいと思います。 

 また、いろんな市のホームページに入って

いただくと、公共交通機関を利用するですね、

公共バスを利用する、その人独自のダイヤの

編成なども市では援助をしています。今、ダ

イヤ、路線バス、Ｓバス全体の路線がとても

複雑でたくさんありますので、それを使って、

例えば鳳来の人が作手へバスを利用していく

には、何時のバスをどう利用して、どこで乗

りかえて、次にはどこの路線に乗るのかとい

うようなことを、その人に合ったダイヤを市

が提案するような、そういうホームページの

仕組みもありますので、そういうことも見な

がらですね、ぜひ、周りの方々にも、地域公

共交通の利用を勧めてもらえるとありがたい

と思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 加藤さん、夏目さんの質問

が終わりました。 

 ただいまの鳳来中学校の質問に関連するこ

とや、わからなかった点について、質問があ

る場合は手を挙げてください。 

 鳳来中学校、夏目さん。 

○夏目響議員 答弁の中にありました名古屋

藤が丘・鳳来寺往復きっぷは、すばらしい切

符だと思います。これを市民向けにも反映さ

せてみてはどうでしょうか。 

 例えば、鳳来・作手地区から新城市街地へ、

バスを使っていくときに、新城市内の店舗で

使えるクーポン券等がもらえるなどといった

感じにしてみてはどうでしょうか。 

 そうすることで、バスを使うきっかけが生

まれると思います。きっかけが生まれれば、

バスの利用者もふえてくるのではないでしょ

うか。市民向けの企画切符についても検討を

お願いしたいと思います。 

○平田凱登議長 古田総務部長。 

○古田総務部長 はい、御提案ありがとうご

ざいます。先ほど、市長が答弁しました、名

古屋発鳳来寺山の旅企画切符というのは、こ

れはどちらかと言うと、表からの観光需要を

市内に呼び込むというような企画切符であり

ます。ただいま御提案ありましたのは、市民

向けの企画切符ということでございます。市



－23－ 

民向けの企画切符ということで、いつもは自

家用車で利用する方が、バスを利用していた

だきたいというようなことだと思いますけれ

ども、やはりバスを利用していただくために

は、魅力的な特典やサービスというものが必

要になってくると思います。先ほどクーポン

券というようなお話もありましたけれども、

そういったものも必要になってきます。この

ため、外向けの鳳来寺山への切符とは若干違

った特典なんかも用意していかないといかん

なというふうに思います。 

 やはり、こういう企画切符の提案がありま

すけれども、市内の施設やお店との協力とい

うのは必要不可欠なものになります。市内の

お店や施設が、来客が多くなって、売り上げ

が多くなるというような仕組みも必要です。 

 また、利用者にとっては、今まで車で移動

していましたので、その方が、お金を払って

バスに乗るということは、お金を払った価値

以上のもののサービスが受けられるというこ

とが、大変必要になってくるかと思います。 

 こうしたことから、ただいま御提案があり

ました市民向けの企画切符につきましても、

どのような方法がいいのか、どのような店舗

等との協力関係が得られるのかということを

模索しながら、検討を進めていきたいという

ふうに考えています。 

 よろしくお願いいたします。 

○平田凱登議長 鳳来中学校、夏目さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 鳳来中学校、安形さん。 

○安形天華議員 デジタル教科書についての

関連質問です。 

 豊根村や設楽町など小さな学校から、豊橋

市の大きな学校まで、タブレットを導入して

いるそうです。そんな中、新城市は教科書で

の授業でいいのでしょうか。タブレットを利

用したデジタル教科書を利用し、先端を進ん

でいくことにより、魅力的なまちになり、子

育て世代にも住みやすくなるまちになると思

います。 

 今後、デジタル教科書について、どのよう

な予定があるかを教えてください。 

○平田凱登議長 和田教育長。 

○和田教育長 デジタル教科書についても、

恐らく遠くない時期に使用されるようになる

というふうに思いますし、それから現段階で

も、デジタル教材はすばらしい教材がたくさ

んあります。したがいまして、そういった教

材を教室で使えるようにするということは、

本当に大切なことであるというふうに思いま

す。 

 現在、新城市では、小学校には全部、大型

テレビは入っておりますけれども、中学校に

は、まだ十分とは言えません。で、それとパ

ソコンをつないで授業をするということも非

常に大事なことですので、今後ですね、しっ

かりと検討していきたいというふうに思いま

す。それから、タブレットにつきましては、

各学校、いわゆる学級数分は全部、今、配置

してあるというふうに思います。 

 それで、教科書として使うにはですね、教

科書の法律で、教科書としては、まず内容が

検定を通っていること、そして一人一人の児

童生徒に対して、無償で配布されること、そ

して著作権等の問題をクリアすること等があ

るわけですけれども、一人一人にタブレット

が行くという形については、まだまだ大きな

課題が残っております。法律規則上の問題と

同時にですね、さまざまな課題を解決しなが

ら進めていくことが大事だなというふうに思

います。 

 タブレット、あるいはスマホ等が、本当に

一人一人のレベルでですね、使えるようにな

れば、学習も楽しくなるし、はかどるんでは

ないかなというふうに思います。いつか、そ

ういう時代が早く来ないかなと、私も望んで

おります。 

○平田凱登議長 鳳来中学校、安形さんの質
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問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 千郷中学校、内藤さん。 

○内藤圭星議員 デジタル教科書についての

質問です。 

 教科書代は税金で支払われていると思いま

すが、タブレットを購入するとなると大変な

料金になると思います。どれぐらいの予算が

必要になるのでしょうか。 

○平田凱登議長 和田教育長。 

○和田教育長 現在、市内の小中学生は、約

３，３００人です。で、タブレットの代金が

幾らかということなんですが、ソフトや附属

品等を含めましてですね、そして耐久性等、

性能等を考えると、１台２０万円とすると、

３，３００人に対して、合計、約６億６，０

００万円ほどかかるという試算になります。 

○平田凱登議長 千郷中学校、内藤さんの質

問が終わりました。 

 時間になりましたので、以上で、鳳来中学

校の質問を終了します。 

 ６番目の中学校は、八名中学校です。八名

中学校の皆さんは、質問席へ移動してくださ

い。 

 質問は、２名続けて行うことを許可します。 

 質問者、田中莉里花さん、垣内田愛さん。 

○八名中学校議員 議長 

○平田凱登議長 田中さん、垣内田さん。 

○田中莉里花議員 八名中学校の田中莉里花

です。 

 私たちが、ふだん使っている通学路の中に

は、幾つか危険を感じる場所があります。 

 １つ目は、道幅が狭く、歩道のない場所で

す。自転車で通っている友達は、車が歩行者

のすれすれを通っていくので、怖い思いをし

ています。小学生も利用する通学路なので、

歩道を設置してほしいです。 

 ２つ目は、木の枝や草が、車道にまで伸び

ている場所です。ひっかかったりして危ない

思いをしたという友達もいます。車道にまで

木の枝や草が伸びていると、自転車に乗って

いる人だけでなく、歩行者や車を運転する人

にとっても、通行の邪魔になると思います。 

○垣内田愛議員 八名中学校の垣内田愛です。 

 私が通学路で危険を感じるのは、斜面や丘

に建っているソーラーパネルです。最近では、

新城市内でも、ソーラーパネルを目にするこ

とが多いです。 

 もしも、この地域で大きな地震が起きた場

合、斜面や丘のような場所に取りつけられた

ソーラーパネルが道路に倒れてくることはな

いのでしょうか。 

 また、ソーラーパネルを設置するのに、木

を伐採することもあると思いますが、その場

合、土砂崩れが起きやすくなると聞いたこと

があります。地震などの災害時の対策として、

どんなことをされているのか教えてください。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 昨年の事故、大阪で震災が

起こった際に、壁の下敷きになった仲間がい

ました。その亡くなった御本人はもとより、

御家族の方々、それから友人、級友たち、そ

して学校の先生方、どれほど心を痛めて、ま

た悔しい思いをしたでしょうか。そのことは、

直後に、私たちも市内の全域のですね、学校

施設、あるいは周辺の安全度を確認して、ま

たブロック塀等についての対策も取り組んで

きました。これからも引き続きですね、安全

確保について努めていかなければならないと、

市長としても、気を新たにしたところです。 

 今、現在、市ではですね、小中学校全体を

３つのグループに分けて、それぞれ３年に一

遍の順番で、学校、愛知県警察署などと一緒

に、学校から提出された危険箇所について、

合同で点検を行っています。担当する機関が、

それぞれ緊急性などを検討しながらですね、

対応を検討していきます。 

 同時に、市内には多くの通学路があります

ので、実際に通行している人じゃないと気が

つかない危険箇所も数多くありますので、皆
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さんが今、指摘されたことを具体的に、学校

や地域の方々、あるいは御家族に伝えていた

だいて、単に感想だけじゃなくてですね、具

体的に、ここはこういうふうに危ないんだよ、

あるいは具体的に、こういう危ない思いをし

たことがありますよ、あるいは場所はここで

すよということを、しっかりと伝えるように

してほしいと思います。 

 それから、通学路ではみ出してきた木の枝

などについての御指摘がありましたが、木の

枝についても、市が持っている、市が管理し

ている土地ならば、市が責任を持って伐採を

したりするんですけれども、多くの場合は個

人の皆さんの所有者がおられます。木の枝も

ですね、その所有者の理解を抜きにはですね、

勝手に切ることができません。これは日本の

所有制度、法律の中で縛られていることであ

りますので、それについては同時に、所有の

皆さんにも理解を求めながら、適用な対応を

とっていかなければならないと思います。 

 それから、ソーラーに関連してですね、木

を伐採すると、土砂崩れが起きやすくなると

いうふうに聞いたというお話ですけども、一

概にですね、伐採イコール土砂崩れが起きや

すいというふうになることとは限りません。

土地の地質や形状、植生、どんな植物が生え

ているかなどによって、いろんな形で変化を

していきます。そのために、市内で設置され

るソーラーパネルについても、いずれも国が

示すですね、設置の技術基準というものがあ

りまして、それに基づいて設置をされ、認定

をされています。 

 現在、ソーラーパネルは市内に２４０カ所

ありますけれども、それらについて、それぞ

れの規模に応じて、規制をする基準が設けら

れていますので、それに沿っていきますが、

中には基準を余り守られていない施設がある

場合もあります。そうしたことについては、

地域の皆さんからの点検を受けながらですね、

対応をしているのが現状です。 

 この地方では、南海トラフ地震の発生が懸

念をされています。東日本大震災を上回るで

すね、被害が生じる可能性があると思います。

事前に防災対策を行うことで、被害を最小限

に食いとめることができます。以前に、全戸

配布をして、市のホームページにも掲載され

ていますが、地震ハザードマップ、土砂災害

防災マップなどが各戸に配布をされています

ので、それをごらんになりながら、いま一度、

通学路等の危険箇所を、家族や地域で話し合

っていってほしいと思います。 

 自然の脅威、自然の力は、人間の力を上回

ることがしばしばあります。人間の力をもっ

てしては、いかんともしがたい自然の脅威と

いうのがあること、それをひと時も我々は忘

れてはならないと思いますし、人間の力を過

信することもまた過ちです。危険が起きたら、

何よりもまず自分の命を守れるように、それ

ぞれ心がけ、自分の命を守っていく準備を怠

らないように、備えを怠らないようにしてほ

しいと思います。正しく恐れてほしいという

ふうに思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 田中さん、垣内田さんの質

問が終わりました。 

 次に、２番目の質問者、森田大智さん。 

○森田大智議員 議長 

○平田凱登議長 森田さん。 

○森田大智議員 八名中学校の森田大智です。 

 今回、中学生議会に参加するに当たり、新

城市の取り組みについて調べました。調べる

と、新城市には、市外の人たちが集まってく

る魅力的なイベントがあることがわかりまし

た。また、それらをホームページやＳＮＳで

発信しているということもわかりました。 

 しかし、どれほどの人が、その情報を知っ

ているでしょうか。私たちは、新城市がその

ような取り組みをＳＮＳで発信していること

を知りませんでした。 

 そこで、私は、今あるイベントを利用して、
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さらに多くの人に、新城市のよさを知っても

らう方法を考えました。 

 新城市で一番大きなイベントといえば、新

城ラリーだと思います。新城ラリーでは、多

くの店が出ており、にぎわっています。その

一角に、新城市の地元の食材を使用した料理

の試食コーナーをつくるのはどうでしょうか。 

また、試食した料理の感想をＳＮＳに投稿す

ると特産品がもらえる抽選に参加できるとい

ったイベントを行うことで、ＰＲ効果も大き

いものになると思います。 

○平田凱登議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 中学生の立場からですね、

新城市の魅力をもっと多くの人にＰＲしたい、

そういう気持ちがしっかりと伝わってまいり

ました。 

 新城ラリーのことですけれども、ラリーの

開催にあたっては、大きな目的としては、ま

ずはラリーの競技を楽しんでいただいて、競

技を広めていく、盛り上げていくことですが、

同時に、私ども市の側とすると、この地域に、

多くの方においでいただいて、この地域の魅

力を感じて、さらに周辺の観光地とかお店に

も足を伸ばしてもらって、地域の経済的なプ

ラスにもなるように努めていきたいと思いま

す。その意味で、新城ラリーを活用した今の

提案については、多くの点で共感を覚えてい

ます。 

 現在もですね、新城ラリー、飲食の出店、

出店については、地元の方のお店を最優先し

て、ブースを、配置を決めています。できる

だけ、この地域の食材を使用した料理等の提

供を行うようにしています。そういう意味で

は、新城ラリーの場面でも、市外のお店もた

くさん出店を出しますけれども、特に重要な

場所については、中心的な場所については、

地元の方を優先していることを御理解いただ

きたいと思います。 

 ですので、そうしたお店の方々と協議をし

ながらですね、話し合っていかなければなら

ない提案が、試食の提案です。つまり、試食

をすることで、そうしたお店により売り上げ

が増えるように導けるような、そういう仕組

みが必要かというふうに思います。今日いた

だいたことを、中学生からこのような素晴ら

しい提案があったことを、出店の皆さんにお

伝えをしながらですね、それがプラスになる

のかどうかも、お店の皆さんの意見を聞いて

みたいと思います。 

 また、イベント全体に関してのＳＮＳ投稿、

抽選イベント等は今後の参考としたいと考え

ています。 

 また、お勧めのですね、観光スポット等の

情報発信についての市のホームページ以外で

も、新城市スポーツツーリズムという、そう

いう形で検索をしていただくと、新城市のス

ポーツツーリズムに特化したホームページに

行きつきます。そこにもいろいろなスポーツ

ツーリズムのイベントの案内だけではなくて、

関連するお店の情報、観光の情報も発信をし

ていますので、またそうしたところのホーム

ページものぞいてみてもらうとありがたいと

思います。 

 いずれにしても、新城ラリーというのは、

年々大きなイベントに育って、もうじき、世

界選手権大会の誘致も目前に控えています。

市民全体で盛り上げてきた、この事業であり

ますので、こっから新城市、奥三河地域をで

すね、世界に発信をして、世界の皆さんと交

流できる、そうした場として、フィールドと

して、新城市をまた一生懸命つくりこんでい

きたいと思いますので、中学生の皆さんも盛

り上げに協力をしてほしいと思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 森田さんの質問が終わりま

した。 

 ただいまの八名中学校の質問に関連するこ

とや、わからなかった点について、質問があ

る場合は、手を挙げてください。 

 千郷中学校、酒井さん。 
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○酒井梨有議員 試食コーナーを一角につく

るのは、いい案だなと思いましたが、それが

難しいのなら、ある出店に協力してもらい、

その出店に新城の食材を使ってもらい、お店

のどこかに新城の食材を使っていることを掲

示してもらうのはどうでしょうか。 

○平田凱登議長 川合産業振興部長。 

○川合産業振興部長 はい、試食コーナーの

部分の内容でですね、食材を使っている、掲

示をしていただくという内容だと思います。

これも１つの内容だと思いますし、先ほども

市長の答弁にもありましたとおり、出店者と

協議をさせていただきながら、そういうこと

が可能かどうかも含めてですね、そういう選

択肢の１つとしてですね、お店の方と協議を

進めたいというふうに思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 千郷中学校、酒井さんの質

問が終わりました。ほかに、質問はありませ

んか。 

 作手中学校、牛田さん。 

○牛田珠裕議員 作手地区の通学路について、

質問します。 

 作手では、冬になってくると、通学路が暗

くなってきます。また、作手では時々、霧が

濃くて、道路の中央線が見えなくなります。

街路灯をＬＥＤにしても、明るくはなります

が、線が見えないことは変わりません。そこ

で、道路の中央線に埋め込み式ソーラーライ

トを設置するのはどうでしょうか。 

 ソーラーにすれば、昼の間に充電ができ、

ライトもＬＥＤにすることで明るくなり、誘

導灯のようにすることができます。安全にも

つながるので、道路の中央線に埋め込み式ソ

ーラーライトを設置するのを提案します。 

○平田凱登議長 星野建設部長。 

○星野建設部長 道路の中央線に埋め込み式

のソーラーの標示ということなんですけども、

多分、言われているのは、国道、県道という

ことになろうかと思いますので、そちらのほ

うにつきましては、愛知県のほうが所管する

施設となりますので、そちらのほうにその旨、

お伝えをしていきたいというふうに考えてお

りますので、よろしくお願いします。 

○平田凱登議長 作手中学校、牛田さんの質

問が終わりました。ほかに質問はありません

か。 

 八名中学校、垣内田さん。 

○垣内田愛議員 せっかく新城ラリーを見に

来てくれた人に、新城のよさを味わってもら

うために、お勧めの観光スポットやレストラ

ンなどを紹介したモデルコースを展示しても

らうのはどうでしょうか。 

○平田凱登議長 川合産業振興部長。 

○川合産業振興部長 はい、モデルコースの

展示というような形をするのはどうかという

御質問だと思います。 

 新城ラリーの会場内にはですね、県の協力

による奥三河観光ブースというのも設けてお

ります。無論、新城ラリーは新城で行われて

いるんですが、奥三河の観光のＰＲも行うと

いうような趣旨でですね、ラリー開催前から

ですね、ＰＲパンフレット等もですね、作成

してですね、お得なクーポンつきというよう

な内容も含めラリーの情報とともにですね、

観光スポットというような紹介をしておりま

すので、また会場にお見えになった方、それ

から会場にまだ見えていなくて、ＰＲの段階

でそういうパンフレットを確認した方、そう

いう方たちの活用というものを、新城ラリー

での活用というのも考えていきたいというふ

うに考えておりますので、ぜひ、そういうモ

デルコースという部分もですね、参考にさせ

ていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○平田凱登議長 八名中学校、垣内田さんの

質問が終わりました。ほかに質問はありませ

んか。 

 新城中学校、片桐さん。 

○片桐萌絵議員 新城市がイベント情報など
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をホームページやＳＮＳで発信していること

を、私も余り知りませんでした。ホームペー

ジやＳＮＳのほかに新城市のイベント情報を

発信していることはありますか。 

○平田凱登議長 三浦企画部長。 

○三浦企画部長 ホームページのほかに具体

的な方法ということでございますが、１つは

ですね、先ほどからも出ております市の広報

紙、こういったもので御案内をしたり、それ

から場合によっては、先ほどもわかりにくい

という、もっともっとわかりやすい方法はな

いかということでしたので、防災行政無線等

でですね、市政情報等、音声で案内をしてお

ったり、あるいはケーブルテレビのティーズ

でですね、市政情報、市政番組というのも流

しております。そういった形で、映像や音声

でわかりやすくですね、こういったイベント

の情報などを発信していきたいというふうに

考えております。 

○平田凱登議長 新城中学校、片桐さんの質

問が終わりました。 

 時間になりましたので、八名中学校の質問

を終了します。 

 以上で、一般質問は全て終了しました。こ

れをもちまして、平成３０年度新城市中学生

議会を閉会します。 

 本日は、新城市若者議会から中学生議会を

経験している峯田恵太さんにも来ていただき

ました。峯田さんから中学生議会へメッセー

ジをお願いします。 

○峯田恵太若者議会委員 皆さん、こんにち

は。第４期若者議会広報ＰＲチーム、豊川高

校１年、作手地区出身の峯田恵太です。本日

はお疲れさまでした。 

 皆さんが抱えている悩みや解決案などを、

この中学生議会を通して、徹底的に考え、発

表した姿には大変感心し、私自身も大変刺激

を受けました。 

 実は、若者議会でも、皆さんと同じように、

新城市に感じる課題や新城市をよりよくして

いく案を考え、提案しています。 

 例えば、今回、多く取り上げられた公共交

通機関についても、今年度、ＮＯ ＢＵＳ 

ＮＯ ＬＩＦＥ事業というものが若者議会で

立ち上げられ、その第一歩として、市民にわ

かりやすくバスの利用方法を伝えて、興味を

持ってもらうような企画を提案し、予算案を

出しました。 

 また、新城市の魅力発信につきましても、

ＳＮＳでしんしろフォトコンというものを行

い、そこで集まった写真をもとに、このよう

な新城市の観光パンフレットを作成しました。 

 このように若者議会では、新城市をよりよ

くするための提案をし、実際に実現させてい

っています。ぜひ、皆さんにも若者議会に入

っていただき、今回、皆さんが提案した内容

をより深く考え、実現させていっていただき

たいと思います。 

 新城市では、中学生議会や若者議会といっ

た若者が活躍できる場があることがすばらし

いところであります。皆さんにも若者議会に

入っていただき、ぜひ新城の今、そしてこれ

からを、私たちと一緒に担っていきましょう。 

 以上です、ありがとうございました。 

○平田凱登議長 ありがとうございました。

それでは、本日御出席いただいた新城市議会

丸山議長から御挨拶をいただきます。よろし

くお願いします。 

○丸山市議会議長 新城市議会の議長を務め

ております丸山です、よろしくお願いします。 

 本日は、この議場をですね、お使いいただ

きまして、大変ありがとうございます。元気

いっぱい、２０分間ですか、１グループ２０

分間という時間の中で、本当に上手に、大切

に使っていただきまして、ありがとうござい

ます。 

 ただいまの若者議会の代表からもお話があ

りましたとおりですね、本当に新城の将来、

本当に明るくなるという、こんな希望が私た

ち、こういう本当に年齢的にも、私たちは落
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ちる時代でありますが、希望を持ちました。

今後も、本当に御活躍をお願いしたいと思い

ます。 

 今日、ずっとお聞きしまして、いろいろ感

じたことがございましたけれども、とにかく

テーマを決めるにあたってですね、本当に細

かい調査をしていただいて、広く意見を求め

ていただいたというところ、それからまた、

決してですね、そういう行為がですね、我々、

今現在、行っている私たち、議会そのものが

ですね、再認識して、こういう子供さん、中

学生の皆さんが真剣にその事実、１つ１つを

確かめて、こういうテーマをつくっていただ

いたということ、非常に再認識をいたしたと

ころであります。 

 我々、公選で選ばれました、選挙で選ばれ

ました１８名の議員、一層ですね、刺激を受

けて、切磋琢磨してまいりたいと、このよう

に思っております。 

 また、私自身ですね、こういう、この議会

活動というのは非常に不器用でありまして、

またいろいろ、自らですね、何と言うんです

か、一生懸命、こういう努力をしようという

気持ちはあるんですけれども、なかなか実行

してこれなかったというのが、この人生の中

であります。まさに、皆様方、若い、この中

学生の世代の中で、いろんな体験ができ、ま

たいろんな工夫もできます。それにチャレン

ジしていただいてですね、大いに、日本の国

内、また世界に羽ばたいていっていただいて、

そして、そこからまた、この新城市を見詰め

直していただいてですね、今の若者議会やい

ろんな活動に参加していただければ、本当に

すばらしい地域ができ上がるはずであります。 

 よろしくお願い申し上げまして、私からの

御挨拶とさせていただきますが、最後に少し

触れますが、先ほどの若者議会のお話があり

ました。本当にですね、目の前に本当に与え

られたテーマ、目的、一生懸命、今後も努力

をしていただいて、挑戦をしていただきます

よう、心からお願い申し上げまして、私から

の挨拶とさせていただきます。ありがとうご

ざいます。 

○平田凱登議長 ありがとうございました。

最後に、穂積市長から御挨拶をいただきます。

よろしくお願いいたします。 

○穂積亮次市長 １３時半から始まりました

ので、２時間半、それに向かう準備の時間も

含めると、大変な緊張が続いたと思います。

まだ緊張しているので、ここで、みんなで大

声で叫びましょうって言おうと思ったんです

が、（市議会）議長さんがいますので、議場

を汚してはいけないので、心の中で、ふーっ

と一息ついてみてください。 

 今、（市議会）議長のお話にもありました

けれども、今回の中学生議会では、特にです

ね、しっかりとしたデータやアンケートなど

をとったり、あるいは、もともとの資料にあ

たって、いろいろな意見を組み立てたりする

ことが特に目立ったと思います。最近では、

よくエビデンス、エビデンスなんていう言葉

を言いますけれども、しっかりした根拠に基

づいた意見表明、あるいは実情の説明、こう

いうことに心がけてもらったことにですね、

我々も大変、逆に緊張もしましたし、また非

常に楽しい２時間半でもありました。 

 これからまた、皆さん、学校に帰って、こ

の経験をクラスの皆さんや、あるいは次の下

級生たちにも伝えてもらって、中学生議会の

伝統がですね、さらに積み重なって、よりよ

いものにしていただけるようにお願いしたい

と思います。 

 それから、学校のエアコンの問題ですとか、

それから置き勉にかかわる通学の問題とか

等々、いろいろ出ました。 

 実は、私たちの世代、というのは、君たち

の祖父母の世代から親の世代ぐらいの、上の

世代というのは、我慢強いということ、忍耐

ということを徹底的に教えられてきました。

忍耐強い、我慢強い人間になりなさいという
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ことで、多少の暑さは我慢せよと、重いもの

は我慢して、しっかり持って、歩いて学校へ

通うのだと言われて育ちました。じゃあ、そ

の我慢をすると、どんなにいいことがあるか

という、実はしっかりした証明というのを、

我々、私たちも聞いたことがなくてですね、

ともかく我慢をすることがいいことだ、楽を

することは悪いことだというふうな価値観で

ずっと染まってきました。 

 ところが、そういうものを超えるようなで

すね、自然災害、自然災害を我慢で、忍耐で

乗り切ることはできません。より大きな危険

が迫ったときには、ともかく逃げることが必

要です。そうしたことはですね、この間のい

ろんな体験の中から、新しいものが芽生えて

きていますし、学校の通学の持ち物が多くて、

たくさんで、それがいいことなんだとはもう、

誰も思わなくなってきて、じゃあ、それを軽

くしたら、どういう結果になるのかというの

は、これから皆さんが検証していくことで、

そのときにやっぱり必要なのはデータであっ

たり、しっかりした証拠、これをもって議論

に参加できるような、そういう学校生活を送

ってほしいと、今日の議論を通じて、つくづ

く感じました。 

 これからの時代の価値観は君たちがつくっ

ていくものであり、その価値観というのは、

自分がよりよい生活を、よりよい人生を送る

ために、みんなと協力し合ってつくっていく

ものでもあります。そうした場をですね、こ

れからも新城市は、若い皆さんに提供し続け

ていきたいと思いますし、その成果を中学生

議会、若者議会、女性議会などを通じて発揮

し、ひいては新城の本物の市議会、あるいは

市長、市役所の職員、あるいはそれを支える

多くの皆さん、地域の皆さんの仲間入りを果

たしていただきたいなと思います。 

 また、こうした場を通じて、会うことがで

きることを楽しみにしていますし、しっかり

とした勉学に励んで、成長をしていってほし

いと思います。きょうはありがとうございま

した。 

○平田凱登議長 ありがとうございました。 

 本日は、平成３０年度新城市中学生議会の

議長を務めさせていただき、誠にありがとう

ございました。 

 この議会で、ふだん思っていたことを質問、

提案でき、これからの新城市がもっといいも

のになると思います。そして、これからも新

城市の未来のために、意見を考え続けていき

たいと思いました。本日はありがとうござい

ました。 

 

   閉 会  午後４時 

 

 


